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　Theater　is　attracting 　much 　attentien 　as　a　place　to　facilitate

creative 　activitjes　of 　the　local　 community ．　This　paper　focuses　on

new 　featUres　of 　lobby　areas ，　or　common 　spaces ，　at　a　new 　theater，
and ．shows 　the　analysis 　of　user 　behaviors　in　exercises 　during　the

perforrnance　in　a　case 　stUdy 　ofSakura 　Hall　at　Kitakami　City．

1．背 景

　我が 国 の 劇 場 の 変遷 と して 、戦後 の 多 目的 ホ
ー

ル 建 設、

80 年代後半以 降の 専用 ホ
ー

ル 建設、近年 で は 上 演 に至 る

ま で の 創造活動や、創造活動 を 通 じた 地 域 との 関わ りを

重視す るパ ブ リッ クシ ア タ
ーり が注 目され て い る。

　様 々 な 劇場 計画 に 伴 っ た 、利用者 の 多様 な 過 ご し 方 に

対 応 可 能な劇場環境 が 求 め られ て い る。特 に 、ロ ビーや

ホ ワ イ エ 、そ の 他の コ モ ン ス ペ ース
2 ） （以後 、CS） は有

効活用が 求 め られ て お り、市 民 の 文 化活 動 や 交 流 の 場 と

して、計両段 階や 管理 運 営上 留 意す べ き空 間 で あ る。

2．目的

　本研 究 で は、物 的 要 素 の 充 実 した CS が あ り、市民 の 活

動 が 日常的に 活 発 に 行 わ れ て い る 劇 場 を調 査 対 象 とす る。

劇場 の cs に おける利用者 の 滞在行動 に着 目 し、多様 な過

ご し 方 の 確認、滞在行動 と劇 揚 の 空 間構成の 関係 に つ い

て 考察す る。ま た利 用 者 に ヒ ア リ ン グ調 査 を行 い 、意識

調 査 を行 う。以 上 を通 して、利 用 者 の 求 め る劇場環 境 に

対 す る 計 画指 針 を得 る こ とを 目的 とす る。

3．調 査 対 象お よび 方法

　 調 査 対 象 は、北 上 市文 化 交 流セ ン タ
ー

さくらホ
ー

ル と

す る。調 査対象 の 特徴を以下 に あげる。

  配置計画 ； ア
ー

トフ ァ ク トリーと呼 ばれ る練習室 群 が

中央 に あ り、そ れ ら を囲 む よ うに 大 ホ ー
ル 個 定席

1310）・中ホ
ー

ル （固定 席 450）・小 ホール が配 置され て い

る。配置上 、大 ・
中ホー

ル の ホ ワ イ エ とア
ー

トフ ァ ク ト

リー間 に 見 る ・見 られ るの 関係 が生 じる．

  練習室 計画 ： 大 小 22 の 各練習室 は、レ ベ ル の 異なる 配

置 とガ ラ ス 張 りの フ ァ サードに よ り、活 動者 の 練習や創

作活 動 を可視化 して い る。練 習 室 と CS 間 に、日常的に 見

る ・見 られ る の 関係が 生 じ る。

  GS 計画 ： テ ラ ス、植栽、トッ プ ラ イ トに よ り半屋 外 化

し た CS が 計画 され、
一
般開放性 が重 視 され てい る。椅子

4 個 と机 1個で 形成 され た ソシ オペ タル な家具 配 置で あ る。

表 1cs 家具寸法

家具

子

形態 正 方形 正 方 形

高さ 720 450

幅 800 400

行き 8DO 400
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 1 家 具 配 置 例

　調査方法 は、ヒ ア リン グ とマ ッ ピ ン グ の 2 種類行 う。

調 査 日は、公 演 が 利用 者 に 与え る 影響 の 有無 に つ い て 把

握す る た め、公 演 が 行 わ れ る 日 に 選 定 し た 。中ホ
ー

ル に

て 行 わ れ た 「韓 国 楽 器 の た め の 伝統 ・現 代 音楽 コ ン サー

ト」 公 演前 後の 19 ： 00〜19 ： 30、21 ：00 〜 22 ：00 に、15

分 お き の マ ッ ピ ン グ に よ り、CS に お け る利用者 の 滞在行

為 の 把 握 、行 為 に影 響 を 与 え て い る 物的要 素の 抽 出 を行

う。ヒ ア リ ン グ調 査概要 に つ い て 、表 2 に示 す。

表 2　ヒ ア リ ン グ調査概要
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ージックル
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アクティングル
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対 象 アン サンブル ル
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トレ ーニ ン グ ル ーム

ス タジオ ＆ ミキシン グルー厶

テ
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ス

200908 ．28　20 ：00〜22：00
法 面 によるヒアリン

・
利用頻度
・カーテン の 開閉と他者 の 視 繚に 関する意 識

ヒアリング項 目
・他の グループとの交流の有無、．　　 、
・北よ市 文化交流セ ン タ「 で活 動して い る理 由

・他の劇場 と併 用してい るか
・劇場 利用 全般に対する自由意見

4．調査 結果

4−L　ヒ ア リン グ調査 結果

　利用頻度 に 関 し て 、ス タ ジオ ＆ ミ キ シ ン グル
ーム を例

外 と して、最低 で も週 1 回は通 っ て おり、「毎 日 」や 「週

5 回 」 の 回 答か らもリピータ
ーが多 い とい え る。

　練習室 の 活 動 の 可 視化 に 関 して、9 グル
ープ 中 8 グル

ー

プ が 「他者 の 視線は気 に な らな い 」 と回 答 した 。 活 動者

は、練習 の 段階 か ら発表 を 見据 え、他者 に 活 動 を 見せ よ

う とい う 自発 的 な パ フ ォ
ー

マ ン ス が 日 常 的 に な され て い

る と考 え られ る 。 た だ、視線 へ の 意識や考 え方 に は 個人

差 が あ り、劇 場 利 用 へ の 慣れ が 影響 し て い る とい え る。

　 他 の グル ープ との 交 流 に 関 し て 、「イ ベ ン トを通 し て の

交 流 が あ る 」 や 「共 に 活 動 した い 者 と出 会 う機会 が あ

る 」 との 回答 が、一
部 の ダン サーに よ り得 られ た。
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　劇場利用 全 般 に 対す る 自由 意見 で は 、劇場 ス タ ッ フ と

利用 者間の 接触や、高校 生 に とっ て 劇場 に お ける他者 と

の 接 触 の 多 さを確認 す る意見 が得 られ た。

4−2．マ ッ ピ ン グ調査結果

　ア
ー

トフ ァ ク ト リ
ー1 階 2 階の 利用実態を 図 2 図 3 に 示

す。CS にお い て 見 られ た行為内容の 7 割は、会話 で ある。

5 人 以 上の グル ープは、1 グル ープ 2 テーブル とい っ た使

い 方 、椅子 の 移 動 に よ り、対 応 して い た。混 雑時に は、

床 に 座 っ て の 会話 も見 られ た。ア ク テ ィ ン グル
ー

ム 、ア

ン サ ン ブ ル ル
ー

ム 1 前 は、保護者 が 活動者を見守っ てお

り、会話 に よ る待機が多 く見 られ た。ま た、行為内容の 1

割 は 自 主 学習で あ る e ロ ー
ル ブ ライ ン ドや 壁 に よ り視 界

の 正 面 が 閉 じ られた 座席、他 の 座席 と距離が あ る座席を

選 択 しや す い 傾向に ある。荷物 に よ る場所と りも見 られ、

各 自 が よ り集中で き る 学習 ゾーン を形 成 して い た。そ の

他 の 行為 内 容 と して は、多 く見 られ た 順に 、演奏等 の 音

楽活 動、携帯 電 話使 用、巡 回、ダ ン ス 、目視 で あ る。

5．ま と め

　利 用 実 態 と利 用 者の 意識 調 査 か ら 、調 査 対 象 の 特徴 が

利 用 者 の 行 動 に与 え る影 響 に つ い て 、以 下 に 述べ る。

  配 置 計 画 ：今回、ホ ワ イ エ の 利用実態にっ い て 十 分に

把握 で き て い ない e

  練習室計画 ： ガ ラ ス の フ ァ サ
ー

ドに よ る活 動 の 可 視化

は 、 個人 差 は あ るが 、活 動 者 に と っ て 気 に な らない
。 特

に ダ ン サーに とっ て 、新た な活動 メ ン バ ーとの 接触 や ダ

ン ス 技術 に 対す る 触発 に っ なが りやすい と考 え られ る。

  CS 計画 ； 場の 特性 とし て 、第
一

に 手 す りや ガ ラ ス 面等

の 建築的要 素 の 充実 が あ る。座 り込 み や も た れ なが らの

姿勢 に よ っ て 、会話 や 活 動 を 眺 め る 目視行為 を誘 発 し、

キーパ ーソ ン を 囲 む ヒ ト拠 点 の 滞 在 が 見 られ た p 第 二 に、

家具 や ロ ール ブ ライ ン ド等 の 付 属 的要 素 の 充 実が あ る。

グル ープごとの 領城を形成 しやす く、図 に示 した通 り、
モ ノ拠 点、家具 を利 用 して の 滞 在が ほ とん どで あ っ た。

以上 よ り、ガ ラ ス 面 の 多用、家具 を含 む 物的要素が 利用

者 の 滞在行動 に与 え る影響が 大きい こ とが確認 で きた e

　尚、劇場 に は 活動内容や年齢層 の 異な る グル
ープ が 混

在 して お り、相互 に影響を受 けて い る と考え られ る 。

　劇場内の CS の 特徴 と して 、

一
般開放性 が あ り、 リピー

ターが 多 く、飲食や ゲーム が 可 能 な 雰囲気 で あ り、会 話

が 主の 行為内容 で あ る こ とか ら、調査対象 は Oldenburg

の 定義す る サードプ レ ー
ス

S ｝
の 特 徴 を含 ん だ 空 間だ とい

え る。今後、文化 活動 を核 と し た 市民 の サ
ー

ドプ レ
ー

ス

か ら、地 域独 自の 創造 活 動 が生 ま れ る こ と が 期 待 され る。
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図 2　ア
ー

トフ ァ ク トリ
ー1階利用実態

　　　　図 3　ア
ー

トフ ァ ク トリ
ー2 階利用実態

注

注 1）「パ ブ リ ッ クシ ア タ
ー

」 とい う用語 は．清水 の 著作本 （文 1，2＞
　 　 の 中 で 、「舞台芸術を とお し て公 共 圏の 形成 を目標 とす る」 次

　 　 世代 の 公 立 文 化 施設 の こ とを示 す。舞 台芸 術 とい う芸 術行 為

　 　 を通 して入 々 が 地域 との 関わ りを考 え る場で あ る と定義 され

　 　 てお り、本 稿で もこ の 定義を使用す る。
注 2）本稿にお け る、コ モ ン ス ペ ー

ス は．ロ ビ ー
お よび 練習 室 まわ り

　 　 の フ リ
ー

ス ペ ー
ス と定義 す る。

注 3） 本稿にお ける、サ
ー

ドプ レ
ー

ス は、oldenburg の 著作本 （文 3＞

　 　 の 中で 、第三 の 憩い と交流の 場、イ ン フ t 一マ ル な 集 ま りの

　 　 場 と定義 され てお ウ、本稿 で もこ の 定 義 を使 用す る。
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